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10:44 トン才、ルの前のパス停に着く と、みんなパスから下り、パスを置く 。そして「乙乙で休

み時間。だから、どゆっくり。」と言いながら、 パスクツレープの4人は、全員で新幹線に乗る。⑦が

やって来て、 「今度は、乗せてもらってるのね。」と言う と、 笑っている。

乙のあと、貴志がやって来て、 「また乗らしてもらいに来た／Jと言う。すると敬弘が「じゃあ、

お休み時間終わり／」 と言う。それを追って、円 「お金を用意していて。」 妙子「お金を忘れんよ

うに。」と貴志、茂樹、山大輔に要求している。そして、 「乙乙iζ（うんちんは乙）入れるの。」とか

「何円でもいいよ。jと言ったり、円は「あれ、貴ちゃんは 1000円ばっかり だね、 100円でも50円

でもいいのに。」と言ったりもしている。

トンネjレ前の停車場からスター トする。貴志が「飛行機の所までお願いしまーす。Jと言うと、妙

子が「飛行機の所なら、乙乙のボタンを押してくださーい。」と、放送風に言う。

10:46 パスが園庭を横切っていると、停車場でない所で、 美佳が「とめてく ださーい。」と言う。

陽子が「お金ください。Jと答えると、美佳は走って取りに行き、＜自転車どっ乙＞で作った自分の

券（小さな紙iζマジックで色を塗り、 その上をセ ロテープで貼りつけ、後ろに自分の名前をかいた

もの）を持って来て、 「ハイ、券です。」とさ し出す。円が、それを見て「券でもいいですよ。」と言

う。美佳は、 「えーとね、横浜／」と言っている。

飛行機まで行き、次の駅をめざして渡り廊下の東入口に来てみると、先ほどと同 じように、ほし

組の子が渡り廊下の中で遊んでいる。と乙ろが今度は避けないで渡り廊下の中へ入って行く。ほし

組の子どもたちが興味をもって見ている。

⑦ 「ほしさんも乗せてあげるだわね。」

陽子 「お金がないとダメ。J 円 「券でもいいよー。」 （と言う。ほし組の子どもたちは、走

って保育室へお金を作りに帰る。）

⑦ 「待っててあげなさい。」

妙子 ・円 「休み時間、 2回休み時間です。」〔と言っているうちに、 ほし組の子どもたちがやっ

て来て、お金をうんちんば乙iζ入れさせられ、発車をする。 6人ものほし組が乗ったため、多く乗

れないので、パスを持ってついて歩いたり、陽子が笛を吹いて誘導したりしている。） その綾子を

見て、山大輔が、 円、っぱい乗っていいですねえ。Jと声をかけてやる。

〔11月11日〕
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材料もダンボーJレ紙から、おり紙i乙

変えて貼る。（貼りやすいからだろう）

く終わりの会＞で、パスの駅iζ名前がついたことをパスグループの者が話す。
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「そうだよ。」

「パスは駅はついてないよ。～～町がついてるよ。おもちゃえきだなくて石橋町とか。」

健之 「幼稚園に、 00町目すればいい。」

「し、いわね、お砂場の道具やおもちゃ入れる所だから、 4おもちゃえき，にしたのでしょ。

いいじゃないの円ちゃん式で。」

〔11月 12日〕 〔11月14日〕 ー←一一省略
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